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	細胞局在：核。この遺伝子は、細胞増殖に関連し、おそらくは細胞増殖に必要と思われる核タンパク質をコードする。選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが報告されている。関連する偽遺伝子がX染色体上に存在する。[RefSeq提供、2009年3月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Ki67ウサギモノクローナル抗体を用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト虫垂組織の免疫組織化学分析。1、Ki67ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体賦活化にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス結腸組織の免疫組織化学分析。1、Ki67ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈した（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用した（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット結腸組織の免疫組織化学分析。1、Ki67ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈した（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用した（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

